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評価日 平成27年8月27日 評価日 平成27年9月29日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

わかる授業の創造 ・各教科での言語活動のさ
らなる充実
・全体での授業研究

・京都市学習プログラ
ムの結果
・授業研究会の実施回
数

ジョイントプログラム第5回【小学校
総まとめ】総合・国語・算数すべて
において，全市平均を大きく上回
る。

読書の習慣化 ・毎日の朝読書の実施
・100冊読書の取組
・学校図書館の整備と活用
・読み聞かせの実施

「読書をしっかりとして
いますか」

「できている」児童生徒の割合は
97％，保護者の割合は64％

家庭学習の習慣化 ・学年に応じた課題提示
・テスト前をはじめとする
家庭学習計画表の取組

「家庭学習をしっかりと
していますか」

「できている」児童生徒の割合は
87％，保護者の割合は64％

豊かな体験活動の
実践

・花背ファームの取組
・「花背学習」における地域の伝
統や文化にふれる活動

「学校行事や地域の行
事に進んで参加してい
ますか」

「している」児童生徒の割合は97％

あいさつの励行と望
ましい言葉遣いの
徹底

・登下校時の声かけの取組 「友だちや教職員の方や地域の方
に進んであいさつをしていますか」
「丁寧な言葉遣いができています
か」

児童生徒の割合はそれぞれ「よくし
ている」73％「よくできている」27％

支え合い高め合う
集団づくり

・異年齢集団による縦割
り活動の取組

・児童生徒の変容
・振り返りアンケートの
記述内容

リーダーである9年生は自身の姿を
通して「諦めない心」「協力すること
の大切さ」「笑顔の底力」を下級生
に伝えていた。

基本的生活習慣の
確立

・毎日の健康観察カード
の取組
・保健指導

「早寝・早起きなど，規
則正しい生活をしてい
ますか」

「している」児童生徒の割合は87％

体力の向上 ・遊びやスポーツを通した運動の習慣化
・4年生からの運動部活動の実施

「しっかりと運動をして，
体力をつけています
か」
・新体力テストの結果

「している」児童生徒の割合は80％

小中一貫教育の充
実と発展

・期の取組
・花背わくわくバンドの取組

・期の会の実施回数
・演奏発表回数

・発表は，運動会と森都市フェス
ティバルの2回，新曲1曲を披露

情報発信の充実 ・積極的なホームページの
更新
・学校だより等の全戸配布

・学校ホームページのアク
セス数
・全戸配布回数

・1日平均アクセス数40回前後
・学校だより6回及び学校行事等の
お知らせ4回（全戸250部）

・保護者は，毎週のおたよりや参観，
日々の子どもたちの様子を通して日常的
に学校の様子を知る機会も多いと思いま
すが，地域からは学校の様子がなかなか
見えにくいです。
・先生方もどんどん地域に出かけるなど
して，学校が地域にとけこんでいくと地域
からの協力ももっと得られるようになると
思います。
・昔は，教員住宅に住む先生も多かった
ので，特に意識しなくても学校と地域が
互いに触れ合うことができていたのかも
しれませんね。

・話を聞いてみたいことがあったらぜ
ひ相談してください。詳しいことをご存
知な方を紹介することができると思い
ます。
・毎日(特に冬季)の通勤の不安が解
消できれば花背校で働いてみたいと
いう声も聞きますので，教員住宅の
改修などの声も上げていきたいで
す。
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健
や
か
な
体

・健康観察カードのチェック項目が生活
を見つめるよい指標になっていて，全体
的に生活習慣は定着してきている。
・少人数のため，体育や部活動での一
人一人の活動時間が確保できている。
その反面，大人数でするスポーツができ
ず，遊びにも偏りがある。

・生活習慣について課題のある児童生
徒には個人的に指導を継続していく。
・意図的な縦割り遊びの実施等，月に１
回程度全校児童生徒で遊ぶ時間を設定
し，いろいろな遊びに取り組む。

・冬季は運動できる場所が制限されるた
め運動不足が懸念されますが，特色ある
スキー学習が今年度も実施できる見通し
であると伺って，安心しました。
・家庭でも部活動の話をよくしてくれま
す。楽しんで活動しているようです。
・大人が一緒に遊ぶこともよいと思うの
で，特に若い先生に期待しています。

・地区によっては少年野球や「すこや
か学級」での大学生ボランティアによ
るスポーツ活動を行っています。指導
者に関しては地域人材の高齢化とい
う課題もありますが，今後もこのよう
な活動の場を提供できるようにしてい
きたいです。

⇒⇒

2

豊
か
な
心

・地域学習・花背学習・生活科学習等に
より，地域の伝統や文化に目が向き，地
域を愛する心が着実に育ってきている。
・登下校時のあいさつはよくできるように
なってきている。TPOに応じた言葉遣い
や行動にはまだ課題がある。
・縦割り活動の取組がしっかりと根付い
ていて，リーダーシップやフォローシップ
を育む場となっている。

・地域との連携を密にしながら，花背学
習の取組をさらに充実する。
・全市的な行事への参加や他校との交
流等を有効に活用して，社会性を身に
つけさせていく。
・下級生に憧れられ，よきモデルとなる
ように，あらゆる場面や機会を通して「上
級生」を育てる。

・地域の中でもあいさつはしっかりで
きています。声も大きいですね。
・下級生にとっては，上級生の影響は
良い面だけに限らずとても大きいの
で，学校はしっかり見守ってあげてほ
しいです。
・地域活性化についての学習をより
深めるという点で，花背ファームで実
際に地域の特産品を育ててみるのは
どうでしょうか。
・子どもたちにとってより有意義な地
域学習となるためにも，指導者である
先生方にもっと地域のことを知ってほ
しいです。

・地域のことに関して，いくらでもお話
ししますので，どんなことでも気軽に
聞いてください。

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

1

確
か
な
学
力

・少人数を活かした指導により，一定の
力はついている。また，発表の機会が多
いため，話す力はついてきているが，相
手意識をもったコミュニケーションにはま
だ課題がみられる。
・(新聞も含めて)朝読書には集中して取
り組めているが，読書がそれだけに終
わっている子どももいる。読書量にも個
人差がある。
・宿題等，与えられた課題にはしっかり
取り組めている。「習慣化」という点から
すると，まだまだ十分とは言えない。

・TV会議による他校との交流等，コミュ
ニケーションの場をより広げていく工夫
をする。
・読書の習慣化に向けて，家庭でも協力
していただく。また，さらに本に関心をも
たせるために，「読み聞かせ」「本の紹
介」等，学校図書館を積極的に活用して
いく。
・家庭学習の習慣化に向けて，家庭でも
協力していただく。さらに力を伸ばしてい
くために，学年や期に応じて，学習の仕
方や内容等の具体的指導を行っていく。

・児童生徒の多くが自分の将来の夢や希
望をもって学校生活を過ごしているようで
すね。それが具体的にどのようなもの
か，とても興味があります。
・他校との交流会に一緒に参加させてい
ただきましたが，大人数を前にして大きな
声で堂々と発表や説明をしていたのを見
て，とても感心しました。
・家庭学習に対する取組は，家庭によっ
ては兄弟姉妹の中でも差があるようなの
で，「自主的」「定着化」のためのポイント
は何か，広く交流してみるのもよいかもし
れません。

・放課後まなび教室には，学習に対
する主体的な態度を育成するという
ねらいもあるので，地域人材のさらな
る活用などスタッフ面からのサポート
も考えられます。
・学習面に限らず全般的に言えること
ですが，まずわが子の様子をしっかり
と振り返ることが改善に向けた取組を
考える上で大切になるので，例えば
保護者会の中で時間設定をしてみん
なでじっくりとアンケートに取り組むこ
となどもしてみたいと思います。

平成２７年度　学校評価実施報告書
学校名(　　　京都市立花背小中学校　　　)

　平成２７年度　　重点評価項目

１　確かな学力の育成（小中9年間の一貫教育による確かな学びの構築）　　２　豊かな心の育成（施設一体型一貫校・へき地小規模校の特性を活かした協働活動）
３　健やかな体の育成（基本的生活習慣の確立，体力の向上）

　１回目評価

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

・花背わくわくバンドの取組では達成感
が味わえている。スキー等も含めて，花
背でしかできない取組に子どもたちは誇
りを感じている。
・ホームページを活用して，学校の取組
を積極的に発信できている。より多くの
地域の方に実際に学校に足を運んでい
ただけるように，学校行事お知らせプリ
ントの全戸配布も行っている。

・新しい曲への挑戦を通してレパート
リーを増やし，取組に対する意欲をさら
に高めていく。
・行事ポスターの作製等，子どもによる
地域への発信や呼びかけも行っていく。


